
京都御苑に整備された休憩所。「近衞邸跡休憩所」は、京都老舗和菓子店が運営する飲食施設を伴い、「清和院休憩所」は、京都御苑東部の新たな休憩施設。どちらも、周辺の緑と連続する木造軸組空間である。

水まわりの特長
建物の特徴
「京都御苑」は、天皇がお住まいになった御所を囲む公家屋敷街が形作られていた場所。明治以降、遷都に伴い荒廃した一帯を再整備し、戦後一般開放した国民公園の1つである。このたび、御苑の景観と歴史・文化をゆっくり楽しめる場として休憩所を整備。「近衞邸跡休憩所」は五摂家のひとつである近衞家の邸宅跡に位置し、周囲は、糸桜や近衞池、松など自然豊かな景観が形成されている。「清和院休憩所」は、清和院御門付近、自然探勝地区に位置する散策拠点。京都大宮御所・京都仙洞御所と京都迎賓館とを結ぶ位置にあり、両施設参観を目的に訪れた利用者の休憩・待合のための機能も有している。2つの休憩所は母屋と庇の空間構成や屋根勾配、柱のスパン、使用材料など共通させ、意匠統一を図っている。

トイレの特長
京都御所を囲む、京都御苑内に3つの休憩施設を同時に設計する計画で、そのうち2つの施設（近衞邸跡休憩所、清和院休憩所）にトイレを設けた。近衞邸跡休憩所は、京都老舗和菓子店が運営する飲食施設を伴う休憩所で、より一層、衛生面に配慮。清和院休憩所は、京都御苑散策の休憩拠点だけでなく、京都迎賓館の受付機能を有しているため、迎賓館参観の利用者が多く、運営中の清掃機会が増えることを想定して整備した。また休憩所の設えにふさわしいトイレ空間として、どちらの休憩所も「利用者に心地よく利用いただけること」「運営者のメンテナンス性」「わかりやすくコンパクトな構成」であることに留意して計画されている。

近衞邸跡休憩所は、個室完結型の男女ブースとバリアフリートイレで構成。清和院休憩所は、男女別トイレとバリアフリートイレを設置している。

建築概要
名称	 京都御苑	近衞邸跡休憩所･清和院休憩所
所在地	 京都府京都市上京区京都御苑
施主	 環境省京都御苑管理事務所
設計	 有限会社	香山建築研究所
施工	 建築　株式会社南山建設
	 設備　株式会社	ウチラ
竣工年月	 2022年3月
敷地面積	 40,487.36㎡（近衞邸跡休憩所）、9,263.76㎡（清和院休憩所）
建築面積	 185.92㎡（近衞邸跡休憩所）、324.97㎡（清和院休憩所）
延床面積	 176.85㎡（近衞邸跡休憩所）、307.07㎡（清和院休憩所）
構造・階数	 木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498B
ウォシュレット	アプリコットP	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830S
スペア付紙巻器：YH150	R/L	S／L型手すり：T112CL10	
マイクロ波センサー壁掛小便器セット：XPU21A／小便器用手すり：T115CU3R	
洗面器：L530／マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC35
マーブライトカウンター（陶器タイプ）：ML55／台付自動水栓：TLE26506J
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADB61系／収納式多目的シート：EWC520ARS

「清和院休憩所」は、トイレや苑内の案内機能を有するほか、京都迎賓館の受付や物販施設などを備える。サインは、色覚障がいの方でも男女の区別が視認しやすいように調整した色彩としている。やわらかなR形状を施し、白木とグレーの対比が優しいバリアフリートイレの入口。設備はオストメイトに配慮した汚物流しのほか、お子様連れ配慮としてベビーチェアやベビーシートを設置している。個室内で用足しから手洗いまでが完結できる個室完結型トイレを男女1ヶ所ずつ設置。設備仕様は共通で、パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式にエコリモコンを採用。手洗器には自動水栓を設置している。

「近衞邸跡休憩所」の飲食施設では、メインカウンターや喫茶カウンターなどに、京都御苑で管理のため伐採された欅を使用。建物の3方は全面ガラス張りになっており、美しい景観の中、ゆっくりとした時間が過ごせる。

車いす使用者やお子様連れ、オストメイトなど、さまざまな使用者に対応できる設備のほか、収納式多目的シートも設置したバリアフリートイレ。小便器はシンプルなデザインで、清掃性にも優れたマイクロ波センサー壁掛小便器セットを設置。小便器下には視覚障害者誘導用ブロックを設置。洗面コーナーには、衛生面に配慮して自動水栓を選択している。4ヶ所あるブースの内、一番手前のブースに手すりを設置。利用者に清潔な印象を与えられる白を基調したカラーコーディネイトで、白施釉タイルを採用している。

清潔な印象を醸し出すよう、桧の白木をメインに、白を基調したカラーコーディネイト。衛生面に考慮し、個室完結型の男女トイレの前に洗面所を設置。手洗いだけでも利用しやすい設えとなっている。

京都御苑 	近衞邸跡休憩所･清和院休憩所
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京都御苑 	近衞邸跡休憩所･清和院休憩所

近衞邸跡休憩所	
男女トイレ入口・
トイレ前洗面所

清潔な印象を醸し出すよう、桧の白
木をメインに、白を基調したカラーコー
ディネイト。衛生面に考慮し、個室完
結型の男女トイレの前に洗面所を設
置。手洗いだけでも利用しやすい設え
となっている。

清和院休憩所
女性トイレ

4ヶ所あるブースの内、一番手前の
ブースに手すりを設置。利用者に清
潔な印象を与えられる白を基調したカ
ラーコーディネイトで、白施釉タイルを
採用している。

清和院休憩所
男性トイレ

小便器はシンプルなデザインで、清掃
性にも優れたマイクロ波センサー壁掛
小便器セットを設置。小便器下には視
覚障害者誘導用ブロックを設置。洗面
コーナーには、衛生面に配慮して自動
水栓を選択している。

清和院休憩所
バリアフリートイレ

車いす使用者やお子様連れ、オストメ
イトなど、さまざまな使用者に対応でき
る設備のほか、収納式多目的シートも
設置したバリアフリートイレ。

近衞邸跡休憩所	
内観

「近衞邸跡休憩所」の飲食施設では、
メインカウンターや喫茶カウンターなど
に、京都御苑で管理のため伐採され
た欅を使用。建物の3方は全面ガラ
ス張りになっており、美しい景観の中、
ゆっくりとした時間が過ごせる。

近衞邸跡休憩所	
男女トイレ

個室内で用足しから手洗いまでが完
結できる個室完結型トイレを男女1ヶ
所ずつ設置。設備仕様は共通で、パ
ブリックコンパクト便器・フラッシュタンク
式にエコリモコンを採用。手洗器には
自動水栓を設置している。

近衞邸跡休憩所	
バリアフリートイレ

やわらかなR形状を施し、白木とグレー
の対比が優しいバリアフリートイレの
入口。設備はオストメイトに配慮した汚
物流しのほか、お子様連れ配慮として
ベビーチェアやベビーシートを設置し
ている。

清和院休憩所
内観

「清和院休憩所」は、トイレや苑内の
案内機能を有するほか、京都迎賓館
の受付や物販施設などを備える。サイ
ンは、色覚障がいの方でも男女の区
別が視認しやすいように調整した色
彩としている。

建築概要
名称	 京都御苑	近衞邸跡休憩所･清和院休憩所
所在地	 京都府京都市上京区京都御苑
施主	 環境省京都御苑管理事務所
設計	 有限会社	香山建築研究所
施工	 建築　株式会社南山建設
	 設備　株式会社	ウチラ
竣工年月	 2022年3月
敷地面積	 40,487.36㎡（近衞邸跡休憩所）、9,263.76㎡（清和院休憩所）
建築面積	 185.92㎡（近衞邸跡休憩所）、324.97㎡（清和院休憩所）
延床面積	 176.85㎡（近衞邸跡休憩所）、307.07㎡（清和院休憩所）
構造・階数	 木造・地上1階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS498B
ウォシュレット	アプリコットP	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830S
スペア付紙巻器：YH150	R/L	S／L型手すり：T112CL10	
マイクロ波センサー壁掛小便器セット：XPU21A／小便器用手すり：T115CU3R	
洗面器：L530／マーブライトカウンター（ボウル一体タイプ）：MC35
マーブライトカウンター（陶器タイプ）：ML55／台付自動水栓：TLE26506J
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADB61系／収納式多目的シート：EWC520ARS

トイレ図面
近衞邸跡休憩所は、個室完結型の男女ブースとバリアフリートイレで構成。清和
院休憩所は、男女別トイレとバリアフリートイレを設置している。

水まわりの特長
建物の特徴
「京都御苑」は、天皇がお住まいになった御所を囲む公家屋敷街が形作られてい
た場所。明治以降、遷都に伴い荒廃した一帯を再整備し、戦後一般開放した国
民公園の1つである。このたび、御苑の景観と歴史・文化をゆっくり楽しめる場とし
て休憩所を整備。「近衞邸跡休憩所」は五摂家のひとつである近衞家の邸宅跡
に位置し、周囲は、糸桜や近衞池、松など自然豊かな景観が形成されている。「清
和院休憩所」は、清和院御門付近、自然探勝地区に位置する散策拠点。京都大
宮御所・京都仙洞御所と京都迎賓館とを結ぶ位置にあり、両施設参観を目的に訪
れた利用者の休憩・待合のための機能も有している。2つの休憩所は母屋と庇の
空間構成や屋根勾配、柱のスパン、使用材料など共通させ、意匠統一を図ってい
る。

トイレの特長
京都御所を囲む、京都御苑内に3つの休憩施設を同時に設計する計画で、その
うち2つの施設（近衞邸跡休憩所、清和院休憩所）にトイレを設けた。近衞邸跡休
憩所は、京都老舗和菓子店が運営する飲食施設を伴う休憩所で、より一層、衛
生面に配慮。清和院休憩所は、京都御苑散策の休憩拠点だけでなく、京都迎賓
館の受付機能を有しているため、迎賓館参観の利用者が多く、運営中の清掃機
会が増えることを想定して整備した。また休憩所の設えにふさわしいトイレ空間とし
て、どちらの休憩所も「利用者に心地よく利用いただけること」「運営者のメンテナ
ンス性」「わかりやすくコンパクトな構成」であることに留意して計画されている。

外観 京都御苑に整備された休憩所。「近
衞邸跡休憩所」は、京都老舗和菓子
店が運営する飲食施設を伴い、「清
和院休憩所」は、京都御苑東部の新
たな休憩施設。どちらも、周辺の緑と
連続する木造軸組空間である。
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